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ホーム ＞ 市⺠レポーター ＞ 松⼭藩・正岡⼦規や秋⼭兄弟につながる「常盤学舎」が東久留⽶にあります

松⼭藩・正岡⼦規や秋⼭兄弟につながる「常盤学舎」

が東久留⽶にあります

以前から気になる建物でした。

「常盤学舎」との看板を掲げた４階建ての建

物が、本町旧市役所通りに⾯してあります。

年末近く、その前に「坂の上の雲」ゆかり・・と

のポスタ－が掲げられるや、ついに我慢でき

ず！⾶び込んでしまいました。

増⽥舎監が快く応じてくださいました。

「常盤学舎」には、旧伊予松⼭藩に深いゆ

かりを有し、正岡⼦規・秋⼭兄弟もかかわり

ながら、東久留⽶に⾄る⻑い歴史があること

を知りました。

市⺠レポ－タ－ 球歩

話は戦前から・・・

本学舎の前⾝「常盤会」は、旧松⼭

藩主・久松家の出資により、郷⾥⼦

弟の育英を⽬的に明治１６年に創

⽴されました。

初回の育英奨学⾦の受給者の⼀⼈

に、正岡⼦規がいます。

明治２０年には、本郷真砂町に旧

坪内逍遥私塾あとに、「常盤会宿

舎」」を開設しました。

⻘雲の志を抱いて上京した、⼦規は

東⼤での多感な学⽣時代をここで過

ごしました。

そして当舎で喀⾎し、寝込むことに。

このとき、夏⽬漱⽯が⾒舞いに訪れ

ています。

しかし本学舎は、⼤正１１年に、第

⼀次⼤戦後の不況、久松家の財政

事情のため閉鎖されてしまいました。

なお、⼦規を追って上京した、秋⼭

真之は、奨学⾦の⽀給を得られず、

のちには海軍兵学校に転じました。

⼀⽅伊予松⼭では、明治２１年に

秋⼭真之などの呼びかけで、⻘少年

の錬成を⽬的として、久松家の補助

もあり、育英などの活動が始まりまし

た。

しかし、昭和２０年戦災で会館が消

失し、活動は停⽌しました。（育英

活動は続きます）

これからは戦後のことです。

昭和２７年、時の愛媛県知事・久

松⽒を会⻑に「財団法⼈常盤同郷

会」を設⽴、秋⼭兄弟⽣誕地に道

場が建設され、活動の再興がはから

れました。

昭和２９年、東京の学⽣寮再建が

計画され、翌３０年に（当時）東

久留⽶村に敷地を購⼊（⽇⽴製作

所の敷地の⼀部）し、「常盤学舎」

が再開されたのです。

都⼼より近く、地価も都⼼に⽐べ安

く、さらに⾃然に恵まれ、安⼼して勉

学にはげむことができる環境であること

などが東久留⽶選定の理由だったよ

うです。

松平松⼭藩は、徳川家康の⺟親”

於⼤”の実家で、代々教育・⽂化事

業にたいして熱⼼な藩でした。

⽇本の将来を担う郷⼟の⼈材の東

京宿舎として期待は⼤きかったと想

像できます。

なお、現在の鉄筋コンクリ－トビルは

昭和４５年に建てられましたが、当

時はこのあたりで⼀番の「⾼層ビル」

でした。

学舎内の紹介の前に・・旧真砂町

（現在の本郷４丁⽬）の「常盤会

宿舎」あとを「取材」してきました。

跡地には、標識がありましたが、この

区画⼀帯は、マンション建設のため更

地となっていました。 この⾼台に⽴っていました。

樋⼝⼀葉など多くの⽂⼈が、この付

近に住んでいました。

跡地前の、炭団坂を下ると、⼀葉の

旧居跡があります。

学舎の真下あたりになります。

⽗の死後、１８歳で⺟と妹３⼈で

住み、針仕事などで⽣計を⽴てるか

たわら、勉学に励み、⼩説を書いた

家です。

近くの「伊勢屋」という質屋に通った

話は有名ですね。

”寝ざめせしよはのまくらに⾳たててな

みだもよほす初時⾬かな”

次に、正岡⼦規関係地も訪ねてきま

した。

⼦規の名「昇（のぼる）」から「のボ

－ル」-＞「野球」としゃれました。

野球が好きだったこともあり、「野球」

の名付け親ともいわれるようですが、

後年誰かが結びつけたもののようで

す。

野球好きの⼦規は、寄宿舎の仲間

たちと、2チ－ムをつくって紅⽩戦をし

て楽しんでいました。

上野公園内にある「正岡⼦規記念

球場」です。

球場のわきの記念碑には、

”春⾵やまりをなげたき草の原”

とあります。

⼦規は、その随筆の中で「キャッチャ

－」をしていたと書いています。

肝⼼の・・・「東京学舎」内の様⼦を

お伝えします。

⽞関にはいると直ぐ⽬にする「景⾊」

です。

何度も、ドラマなどの撮影に利⽤され

たそうです。

名札板も懐かしいですね。

⽩⾊が、在寮を⽰します。

現在17名で、

もちろん全員愛媛県⼈。

開設当時は、⼊寮希望者を収容し

きれず、近くの⼤円寺に１２〜１３

名が待機分宿しましたが数年間続き

ました。

”寺組”と呼ばれ、⾷事・⼊浴は寮ま

で通ったそうです。

部屋は、４畳と8畳の２タイプ、

４畳は⼀⼈２部屋使⽤です。

収容⼈数：24⼈

現在舎⽣：17⼈

⽣活は、⾃⽴が原則

⾨限ナシ

⼥⼈宿泊禁⽌

光熱費込みで、１カ⽉３万５千円

だそうです。

⾃炊設備はありますが、本格的に⾏

う⼈はいないようです。 

廊下は、冷蔵庫などが所せましと並

んでいます。

今年建物の⽴て直しの予定でした

が、昨年の東⽇本⼤地震による経

済環境の変化により、断念し、今年

はトイレなど⽔回り中⼼の改修⼯事

をすることになっています。

図書館は、壁際書架に本がビッシリ

並んでいますが、

さすがに、⼦規・秋⼭兄弟などの先

輩関係の書類が多く⽬につきました。

ボ－ルがひときわ⽬⽴ちますね。

このコ－ナ－は、卒業退寮⽣が後輩

のために残した辞書類のようです。

その他、愛媛県史⼀揃えも⽬⽴ちま

した。

居間・⾷堂です。

⽉に⼀度は、全員参加で⼣⾷を⾷

べながら懇談会をします。

寮⽣持ち回りで講師となり講演会も

開かれます。

それぞれの現在勉強している領域の

話が多いようです。

東久留⽶での交流としては、春秋の

地域早朝野球リ－グに参加していま

す。

時にはＯＢの参加もあるそうです。

（東京学舎ＯＢは約８００名）

現在の舎監は、増⽥忠彦⽒です。

正岡⼦規研究家であり、囲碁の歴

史に造詣の深い⽅です（写真は⽒

の著作）。

東久留⽶に学舎が開設されて２年

⽬の舎⽣だそうです。

今回の記事をまとめるにあたり⼀⽅な

らぬお世話になりました、ありがとうご

ざいました。

ちなみに、⼦規が舎⽣時代の舎監

は、（当然松⼭藩の）俳⼈・内藤

鳴雪です、⼦規に師事しました。

閉そく感に満ち満ちた今、今後に「坂

の上の雲」はまだあるのか、いや「下り

坂」のみしかないのでしょうか？

残念ながら、今回は寮⽣の⽅々とお

話をさせていただく機会はありませんで

した。

今後、東久留⽶常盤学舎で「坂の

上の雲」の発⾒を⽬指し⼜ご報告が

できればと思います。

１⽉１５⽇寮⽣全員と舎監ご夫妻

での餅つき⾵景です。

４名の成⼈のお祝い⾏事の⼀環で

す。

なお、今年４⽉に新⼊⽣歓迎を兼

ねて、東久留⽶散策を⾏い、久留

⽶をもっと知ろう！と初めての企画を

考えているそうです。

今回の取材がきっかけとも聞きまし

た。

今後、⼤いに街の⾃然や⼈とかかわ

りあっていただけることを期待したいも

のです。

（写真は掲載の了解を頂いていま

す）
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